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富山県美術館 1 階 TAD ギャラリーにて 

「富山県美術連合会作家展 2020 

～3 つのシンフォニー～」を開催 

 
富山県美術館 1 階 TAD ギャラリーでは、富山県美術連合会

に所属する作家の中から同会が厳選し推薦する県内作家たち
によるグループ展「富山県美術連合会作家展 2020 ～３つの
シンフォニー～」を開催します。富山県を代表する作家たち
による意欲的な作品の数々により、県内美術の諸相を紹介い
たします。 

つきましては、広く一般への周知についてご協力ください
ますようお願いいたします。 

 
 

 
１．展覧会名：富山県美術連合会作家展 2020 ～３つのシンフォニー～ 
 
２．会 期： 前期 令和２年 10 月 3 日（土）～11 月 3 日（火・祝） 

後期 令和２年 11 月７日（土）～12 月６日（日） 
9:30～18:00（入館は 17：30 まで） 
※休館日 毎週水曜日、11/24 (火) 

 
３．会 場： 富山県美術館１階・TAD ギャラリー 
 
４．主 催： 富山県美術連合会、富山県美術館 
 
５．観 覧 料： 無料 
 
６．出品作家： 前期 西藤 哲夫（日本画）、⾧谷川 総一郎（彫刻）、鈴木 孤雲（書） 

後期 𠮷川 信一（洋画）、前川 正治（工芸）、髙橋 鐵夫（写真） 
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作品紹介 
 

前期 令和２年 10 月 3 日（土）～11 月 3 日（火・祝） 

 

 西藤 哲夫（日本画） 
《不二》 
日本の象徴富士山を忍野八海近くからとら
えた図です。雪をまとった山肌に朝日が差し
黄金に輝く様を、金箔を全面に貼ることで表
し、絵具を研ぎ出すことにより空の雲、新雪
の輝き、手前の草原を表現した作品です。 
 

 ⾧谷川 総一郎（彫刻） 

《HOKORA  XXXI》 

再生と悠久のイメージをメタフォリカルに

表現。材料は家屋古材と真鍮に金箔。 

 

 鈴木 孤雲（書） 

《氷雪の鑿》 

“ことば”・“文字”を素材とした表現活動、そ

れが“書”。胸を打つ・心に響く言葉・文に出

会った時、生命感溢れる線で、“切れば鮮血

迸しる書”を目指し続けたい。 

 

 



 

 

Press Release                                      令和２年９月１４日（月） 

お問い合わせ  富山県美術館 〒930‐0806 富山県富山市木場町 3‐20 
        tel：076-431-2711 fax：076-431-2712 

メール：abijutsukan@pref.toyama.lg.jp 
担当：会場に関して／八木、湯佐、稲塚（学芸課） 
   展示内容に関して／ 
富山県美術連合会 会⾧     西藤 哲夫 tel：090-3764-1038 

      事務局⾧ 網谷真佐美 tel：090-1391-9005  

富山県美術館―TAD Toyama Prefectural Museum of Art and Design 

 

3/3 

後期 令和２年 11 月７日（土）～12 月６日（日） 

 

 

 

 𠮷川 信一（洋画） 
《象‐ショウ 1》 
市井の人々のあるがままの心象世界を見続
けたい。破壊と再生は、歴史の必然ではある
が、大地と共に生きている人々の逞しさに心
打たれるものがある。 
 

  
前川 正治（工芸） 
《転ずる》 
大空に自由な円を描き、その空間をも取り入
れた空間自体が作品になる彫刻を作りたく。
堅木な﨔材を極力彫りこみ、木目を生かし黒
漆で何度もふきあげて制作しました。 
 

  
髙橋 鐵夫（写真） 
《暁の氷海に舞う》 
我が子の成⾧記録に買ったカメラが、取材機
材に変り始めたのが 1974 年、野生動物の生
態を撮りたいと思って、北海道に何度か通い
始めて気づいたのは、ゆっくりスローモーシ
ョンで優しく近づくと動物たちは逃げない
ということ。垣根が無くなると野生の動物た
ちは、いろんな仕草や奇跡を演じてくれる。 


